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瑞浪超深地層研究所における花崗岩地下 水中の 微生物群集構造と代謝活性の 深度変化
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　近 年 の 分 子系統学研究 に より、地 層処分 の 対象となるような深部 地 下 環境 に おい て さまざまな微 生物が生息 し、そ の 中

に は培養 可 能な近縁種 が存在 せ ず、生 理学的特性 が未解 明な微生物種 が含まれ て い ることが知 られ て い る。こ れ らの 地

下 微生物の 活動は地 下 の 化学環境に影響を与えると考えられ て おり、化学環境を理 解するには微生 物 の 生物 化学反応の

評価が必要で ある 。 そこで、原位置における地 下 微生物の 代謝様式 ・速度を明らかにするため、瑞浪超深地 層研究所 にお

い て 地表からの ボーリング孔 2 孔および地 下 坑道 の ボ
ー

リング孔 2 孔か ら深 度別に採取した花崗岩中 の 地 下 水試料（深度

99，200，300，725，1169m ）を用い て 、 地 下 水の 化学分析および微生物群集構造解析と合わせ て 代謝活性実験を行っ た 。

　地 下 水の 化学分析で は 、 全試料で溶存酸素 、 硝酸 ・亜硝酸イオン 、有機酸濃度は検出限界以 下 であっ た 。 地 下 水の 濃

縮に より微生物細胞数と溶存成分の 濃度をあげるこ とで 、 短期間で の高感度代謝活性実験を可能に した 。 その 結果 、 花崗

岩とそれを被覆して いる堆積岩の 境界近傍の 深度 99m の 微生物代謝活性が最も高く、それ以深 は深 度とともに低くなる傾

向がみ られた。

　微生 物群集構造解析で は深 度に 伴う優 占微生 物の 遷移 が み られ 、深 度 99m と 200　m に お い て 、
’
0∂ndidatus

Magnet。bacterium　bavaricum
’
に 90％相同な未知微生物が優占して い た 。 この 未知微生物の 代謝様式 は不 明で あるが、代

謝速度は遅 い と推察された 。

　本研究は、産業技術総合研究所との 共同研究の 成果であり、産業技術総合研究所が使用 した予算は、原子 力安全 ・保
安院から受託研究費の

一
部を用 い た 。
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伊豆 赤沢海洋深層水中の 微生物群集構造解析
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【目的】

　海洋深 層水（DSW ）は
一般に生菌数が少なく清浄性が高い こ とから、こ の特徴 が産業 利用上有効 に利用され て い る。し

かしながら DSW の取水点は 、照度、温度 、圧 力、栄養塩濃度等が表層とは異なる極限環境 で あり、そこ に存在する微 生物

もまた特異性を有するものと推察され る。そこ で 本研究 で は DSW 中 の 微 生物に着 目し、その 群集構造を解析することを目

的とした。

【方法】

伊豆 赤沢沖水深 800m か ら取水され る DSW とそ の直上 表面海水 （SSW ）を取水 し、こ れらの 海水中 の 微 生 物を孔径 0．2

μ m の フ ィル タ
ー

で集菌した 。 こ の フ ィル タ
ー

か ら常法に よ り微生物の DNA を直接抽出・精製し、　PCR を行 っ た後、濃度勾配

ゲ ル 電気泳動（DGGE ＞法に より群集構造を調査した 。 得られた DGGE プ ロ フ ァ イル に つ い て MDS 解析法を用 い て DSW と

SSW の群集構造を比 較検討した 。

【結果および考察】

DSW とSSW の 微生物群集構造を比較したところ、取水した時期に か か わらず両者の 群集構造は明らか に相違して い ること

がわかっ た 。 さらに DSW の群集構造は調査期間中殆ど変動せ ず安定して い た の に対して、　SSW で は大きな変動が見られ

た 。
こ れらの 結果から SSW 中の微生物群集構造は季節の 影響を大きく受けるの に対し、　DSW 中の 微生物群集構造はその

影響が少な い もの と思 われた。この こ とから、海 洋深層水中 に は安定 で特異 的な微生物 生態系 が存在 して い るもの と思 わ

れた。
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